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1．改定の趣旨 （P2）【※各タイトルに付けている頁数は詳細版の頁を表す。】 

 下水道事業は、下水道施設の老朽化による改築更新費の増加、人口減少による使用料の減

収、下水道事業の最適化を見据えた施設統廃合、大規模な浸水被害による雨水排水施設の機

能強化の必要性など、下水道事業を取り巻く環境や課題が大きく変化しています。 

 そのため、福知山市における下水道事業の現状を把握し、これまでの取り組みを評価した

うえで今後10年間を見据えた下水道事業の方向性と取り組むべき施策を新たに定めるもので

す。 

 

2．下水道ビジョンの位置付け （P3） 

 本市の下水道事業は、下水道事業経営戦略で示された3つの基本方針「安心・安全で快適

な暮らしを届ける」、「強靭で安定した上下水道を構築する」、「健全な経営を維持する」

を達成するために各施策を推進していきます。 

 今般の改定では、下水道事業経営戦略に沿って、平成22(2010)年8月に策定した前ビジョ

ンの取り組みを評価しつつ、これからの10年間で取り組むべき施策の見直しを行うもので

す。 

 

図.新たな「福知山市下水道ビジョン」の位置付け 

【 令和 2（2020）年度 ～ 令和 11（2029）年度 】 
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1-1．福知山市の概要 （P5～） 

 ここでは、福知山市の地域の概要（位置・地勢、歴史・沿革および人口などの社会環境）、自

然条件の概要（気候、災害の想定）を示しています。 

 

1-2．下水道事業の概要 （P16～） 

 平成 30 年度末現在の下水道整備の状況は、下記の表に示すとおり下水道事業全体で汚水処理

人口普及率は98.4％で、接続率は98.2％（接続率には合併処理浄化槽の整備済人口は含みません）

となっており、京都府の汚水処理人口普及率平均値 98.2％を上回っています。 
表．下水道整備の状況（平成 30年度末） 

  

出典：平成 30 年度 福知山市データ 
 
 雨水排水事業の整備状況は、福知山処理区の合流地区（中部系統）から整備を開始し、現在で

は三和処理区を含めた計 17 の排水区（合計 1,052.3ha）において実施しており、2 箇所の雨水ポ

ンプ場と 7 箇所の雨水マンホールポンプ場を有しています。 
 また、浸水被害を軽減するための雨水貯留施設は、市内全体で計 16 箇所設置しており、総貯留

量は 36,240 ㎥に達しています。 
表．雨水貯留施設の概要 

貯留施設の名称 
貯留能力 

(単位：立方ﾒｰﾄﾙ) 
貯留施設の名称 

貯留能力 

(単位：立方ﾒｰﾄﾙ) 

西本町貯留管 2,520 高田貯留施設 2,400 

駅 前 貯 留 管 1,670 大正東貯留施設 1,500 

内 記 貯 留 管 3,100 土師新町貯留施設 3,800 

仲ノ坪貯留施設 1,900 土師宮町貯留施設 1,600 

地蔵ヶ端貯留施設 2,100 沢貯留施設 1,200 

仲ノ坪北貯留施設 1,000 梅原貯留施設 1,500 

小谷ヶ丘貯留施設 2,400 バイパス管内貯留施設 2,250 

西池貯留施設 1,300 中部 CSO貯留施設 6,000 

計 36,240 
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1-3．下水道事業の財政 （P36～） 

 公共下水道については、平成29年7月の料金改定によって一般家庭の使用料が下図のとお

り京都府下の平均値よりやや高くなっていますが、経費回収率は京都府下の平均値（82％）

を上回り、100％を超える黒字経営となっています。 

 

出典：各市町HP            出典：経営比較分析表 
図.京都府下の公共下水道一般家庭使用料      図.京都府下の公共下水道経費回収率 

       （令和元年度 消費税率10％）             （平成29年度） 

 農業集落排水施設については、一般家庭の使用料が下図のとおり京都府下の平均値より高

く、経費回収率は京都府下の平均値（58％）をやや上回っているものの料金収入で維持管理

費が賄えていない状況です。 

 経費回収については、施設規模が小さく、汚水処理原価が割高になるため、類似団体の平

均値とほぼ同じ状況ですが、今後も人口減少により使用料収入の減少が見込まれるため、厳

しい状況が続くことが予想されます。 

 
出典：経営比較分析表            出典：経営比較分析表 

図.京都府下の特定環境保全公共下水道        図.京都府下の農業集落排水 
・農業集落排水施設一般家庭使用料          施設経費回収率 

（平成29年度）               （平成29年度）       

 

 農業集落排水施設の類似団体平均値は、

供用開始後30年以上および法非適用（地方

公営企業法の公営企業会計に適用していな

い）の61団体の平均値となります。 

 

 

 

図.農業集落排水施設の経費回収率 
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下豊西部および行積長尾は、令和 2 年度以降に公共下水道へ統合予定。 
 

図．福知山市の水洗化計画と処理施設 
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2-1．福知山市の下水道事業の現状と前ビジョンの評価と課題 （P44～） 

 平成22年の8月からの10年間で、福知山市がどのように下水道事業に取り組んできたのか

を項目ごとに評価し、何が課題であるかを整理します。 

（1）浸水対策事業 （P45～）                   強 靱 

現状 1）福知山市を取り巻く治水事業 

   ・昭和22年から国による由良川改修、築堤に合わせた排水機場の整備 

   ・平成26年8月豪雨被害 

⇒「由良川流域（福知山市域）における総合的な治水対策協議会」を設立(国土交通

省、京都府、福知山市)【河川と下水道が一体となった総合的な治水対策】 

   2）福知山市下水道事業における雨水対策 

   ・ゲリラ豪雨等による浸水被害発生に対する内水対策 

   ・総合治水に合わせた浸水対策【福知山排水区下水道浸水被害軽減総合計画】の実施 

⇒雨水貯留施設・雨水貯留管築造・雨水排水路改修・ポンプの整備等 

⇒前ビジョンの計画を前倒し、および追加施工 

   3）再度災害防止対策 

   ・平成26年8月豪雨災害 

⇒ポンプ場に止水壁・止水板・止水ゲートの設置 

・平成29年21号台風災害・平成30年7月豪雨災害 

⇒マンホールポンプ操作盤嵩上げ33箇所 

課題 ・部分的なくぼ地対策等への対応必要。 

   ・浸水対策事業未実施地区への対応必要。 

（２）地震対策事業 （P52～）                   強 靱 

現状 ・早期に整備されたため、重要施設である処理場およびポンプ場、多くの幹線管きょ

は耐震性能を満たしていない可能性有。 

⇒平成26年8月豪雨災害以降、ヒト、モノ、カネを集中して浸水対策事業を行ったた

め、前ビジョンにおける地震対策に関する施策には対応できていない。 

課題 ・地震時において下水道が有するべき機能の必要性や緊急性に応じて、緊急的な防災

対策の検討必要。 

・大規模地震が発生して下水道施設が被災した場合を想定し、最低限確保すべき機能

を速やかに復旧するための減災対策の検討必要。 

（３）道路陥没事故の防止 （P56～）                快 適 

現状 ・標準耐用年数（50年）を超過した管きょ施設のＴＶカメラ調査等を行い、調査結果

を基に長寿命化計画を策定し、管きょの改築・更新に取り組んだ。 

課題 ・標準耐用年数を超過していない管きょの破損による道路陥没の発生。 

⇒管きょ施設ごとに建設時期や施工位置、管種等を考慮して優先順位を定め、スクリ

ーニングにより効率的な調査を行う必要有。 
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（４）水洗化の普及促進による生活環境の改善 （P58～）       快 適 

現状 ・公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化槽などを

効果的に組合せ、市内の全てで水洗化が可能となっており、平成30年度末の汚水処

理人口普及率は98.4％（全国平均91.4％）。 

課題⇒汚水処理人口普及率100％未達成。 

（５）合流式下水道の改善 （P60～）                持 続 

現状 ・合流式下水道改善事業（汚泥負荷量および放流回数の削減）は、計画通りに中部

CSO貯留施設の完成や自動除塵機の目幅縮小により対応完了。 

課題 ⇒消毒施設の設置については引き続きモニタリング後検討必要。 

（６）省エネルギー・資源循環・地球温暖化防止対策の推進 （P62～） 持 続 

現状 ・福知山終末処理場における汚泥有効利用施設の導入検討・省エネ機器の導入で、エ

ネルギー対策、資源循環を推進。 

課題 ・下水道事業での多くのエネルギーの消費。 

⇒更なる省エネルギー、バイオマス資源である下水汚泥の有効活用の推進。 

（７）下水道資産の適正な維持と改築 （P64～）           快 適 

現状 ・老朽化していく膨大な資産に対し、適正な判断基準に基づく改築更新が必要。 

⇒長寿命化計画から中期的なリスク管理を行うストックマネジメント計画への移行。 

⇒農業集落排水施設の統廃合による施設の効率化を実施。 

課題 ・更なる施設の統廃合、効果的・効率的な維持管理計画や改築計画の立案。 

（８）安定した下水道運営を実現する （P70～）           持 続 

現状 ・平成24年度から公営企業法の適用、水道事業との組織統合、平成26年度から徴収・

検針業務の民間委託等の取り組み実施。 

・平成29年7月の料金改定による下水道事業会計の黒字経営化。 

課題 ・管きょ整備概成による水洗化戸数の大幅な増加が期待薄、節水気運の高まり。 

⇒人口減少による使用料収入の減少予想の状況。 

   ・使用料収入で維持管理費を賄えていない農業集落排水施設。 

⇒今後発生する改築更新需要が大きな課題。 

   ・増大する下水道施設の改築・更新費を抑制。 

⇒ストックマネジメントの導入によるコストの平準化。 

・維持管理費・改築費の縮減。 

⇒処理場の統廃合など、投資を抑えるためのあらゆる手法の検討。 

（9）下水道事業の広報 （P72～）                 快 適 

現状 ・ホームページ等による情報の提供。施設見学や参加型のイベントの実施。 

(下水道事業への理解を深めてもらう) 

課題 ・情報の発信と提供に対する市民の意見や要望を把握するための方策検討。 

 



第3章 福知山市の将来の下水道事業の環境 

7 
 

3-1．福知山市の将来の下水道事業の環境 （P75～） 

 今後の下水道経営に影響を及ぼすと考えられる環境要因を外部環境と内部環境に分けて説

明しています。 

（1）外部環境 （P75～） 

  外部環境では、下水道経営に大きな影響を及ぼす人口減少、発生リスクの高まっている

大規模地震や集中豪雨などの自然災害について示しています。 

 

（2）内部環境 （P78～） 

  内部環境では、下水道事業を安定して支えるための職員数の状況、長期的視点で改築・

更新を進める必要のある膨大な施設ストックの状況と今後を示しています。 

  財政については、平成29(2017)年7月に公共下水道使用料を改定したことにより、今後

10年間は、第4章に示す今後の施策展開に基づき事業を実施しても繰越利益剰余金が確保

できる見込みです。しかし、人口減少とともに、有収水量および使用料収入が減少してい

くため、持続可能な事業経営を行っていくためには、国庫補助金など有利な財源確保とス

トックマネジメント計画などによる建設投資の平準化や維持管理費等のコスト削減に力を

入れていくことが必要です。 

 

 
図.行政区域内人口と公共下水道使用料の推移 

 

図 繰越利益剰余金・累積欠損金の推移 

公共下水道料金改定 
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下水道サービスを将来にわたって最適な状態で市民の皆さ

んに提供することで、「快適な暮らし」を届けます。 

気候変動や大規模地震などの被災リスクに対して、ねばり強

く機能を発揮し、「強靭で安定した下水道」を目指します。 

変化する社会情勢に柔軟に対応し、新技術の活用や付加価値

の創造などをとおして、「持続的かつ効率的な下水道」を次

世代につなぎます。 

4-1．福知山市の下水道事業の今後の方向性 （P84～） 

 下水道事業経営戦略に掲げた、上下水道部の基本理念である「安心・安全を未来につなぐ

上下水道」を実現するために“快適”“強靭”“持続”に分類し、方向性に応じた具体的施

策を示しています。 

 

4-2．基本方針 （P84～） 

 

  
 

 

図 下水道ビジョンの基本方針 

安心・安全を
未来につなぐ

快適

強靭持続

第４章 福知山市の下水道事業の目標設定と今後の施策展開 
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4-３．施策展開 （P86～） 

 

 

 

 

 

 

 

施策① ・ストックマネジメント計画(修繕・改築計画)に基づいた 

管路施設および処理場・ポンプ場施設の長寿命化対策 

    ・ストックマネジメント計画(修繕・改築計画)に基づいた 

雨水排水路の長寿命化対策 

 

施策② ・福知山市汚水処理システムの見直し 

    ・最適化に向けた新技術導入の可能性検討 

 

施策③ ・不明水の削減 

 

施策④ ・水洗化の促進 

    ・広報活動の強化による理解の向上 

 

 

図．福知山市下水道ビジョンの基本方針と施策展開【快適】 

 

基本方針

施策の方向性

具体的な施策

【快 適】快適な暮らしを届ける下水道

施策① ストックマネジメント計画に基づく改築更新（P86～）

• ｢福知山市下水道ストックマネジメント計画｣に基づく、点検・調
査および長寿命化対策を実施していきます。

施策② 汚水処理システムの最適化（P89～）

• 事業の適切な運営が困難な財政状況になることが懸念されるため、
汚水処理システムの最適化について検討します。

施策③ 不明水対策（P90～）

• ストックマネジメント計画に基づく不良箇所の修繕により、不明
水量の削減を着実に実施します。

施策④ 水洗化の普及促進の検討（P91～）

• 未水洗化世帯の解消に向け、下水道整備済区域内の接続率100%を
目指します。
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施策⑤ ・浸水対策（雨水排水）事業の推進 

 

施策⑥ ・下水道施設の耐震化 

    ・福知山終末処理場・ポンプ場の防災対策 

    ・下水道施設の減災対策 

 

施策⑦ ・ＢＣＰの充実 

 

 

図．福知山市下水道ビジョンの基本方針と施策展開【強靭】 

  

基本方針

施策の方向性

具体的な施策

【強 靭】強靱で安定した下水道

施策⑤ 浸水対策（再度災害の防止）（P93～）

• 浸水被害軽減総合計画による対策効果を検証し、より効果的な対
策を検討します。

• また、未実施地区については、シミュレーション等で検証を行い、
Ｂ/Ｃ（費用対効果）を考慮して、ハードまたはソフトの両面から
対策を進めていきます。

施策⑥ 地震対策（P95～）

• 重要な施設の耐震化を図る「防災」と、被災を想定して被害の最
小化を図る「減災」の両面から検討を行い、効果的・効率的な総合
地震対策計画の立案と対策を推進します。

施策⑦ ＢＣＰ（事業継続計画）の改定（P100～）

• ＢＣＰをより実効性の高いものへと改定し、災害発生時の人、モ
ノ、情報およびライフラインなど、利用できる資源に制約がある状
況下においても、適切に業務を執行する体制の構築を目指します。
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図．福知山市下水道ビジョンの基本方針と施策展開【持続】（1/2） 

 

  

基本方針

施策の方向性

【持 続】次世代に繋ぐ効率的な下水道

施策⑧ ＩＣＴの活用（P102～）

• これまでに取り入れていなかった技術や新技術の導入について積
極的に検討し、福知山市の発展と進化に貢献する下水道事業を目指
します。

施策⑨ 広域化・共同化の検討（P104～）

• 汚水処理施設の事業運営に係る多くの課題に対し、公共下水道事
業や農業集落排水事業といった汚泥の共同処理を検討します。また、
市町村界をまたいだ広域化・共同化について、ハード面・ソフト面
の両面から検討していきます。

施策⑩ 施設の統廃合（P106～）

• 点在する処理区を統合し、管理する施設数を減らすことで、下水
道施設管理費を縮減する施設の統廃合について、可能性を検討しま
す。

施策⑪ 施設のダウンサイジング（P107～）

• 人口減少や汚水量の変動に対応するため、終末処理場および浄化
センターのダウンサイジングについて、可能性を検討します。

施策⑫ ＰＰＰ/ＰＦＩ等の促進（P108～）

• 民間事業者による運転管理・修繕等を一体的に実施し、下水道事
業に対する体制の維持・強化や技術の継承を目指します。

施策⑬ 環境への配慮（P109～）

• 施設・地域の特徴に応じたエネルギー対策・資源循環を継続する
とともに、地球温暖化防止に向けてより一層の温室効果ガス削減対
策を進めます。

施策⑭ 安定した下水道経営（P110～）

• 農業集落排水事業の公営企業会計化や当ビジョンと合わせた「下
水道事業経営戦略」の見直しにより、安定した下水道経営に努めま
す。
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施策⑧ ・ＩＣＴの導入による現地調査の高度化・効率化 

    ・クラウドサーバを活用した施設管理と危機管理 

 

施策⑨ ・災害対応や維持管理業務に係る広域的な連携 

 

施策⑩ ・改築時期を迎える処理施設に対し、統合により施設 

管理を最適化 

 

施策⑪ ・処理場およびポンプ場のダウンサイジングの検討 

    ・不明水による流入量の増加を視野に入れた施設規模の 

     検討 

 

施策⑫ ・包括的民間委託導入による事業運営体制の強化 

 

施策⑬ ・再生可能エネルギー活用の検討 

    ・機器の設備更新に併せた省エネ機器の導入 

    ・機器の運転管理の工夫による省エネルギー 

 

施策⑭ ・ストックマネジメント計画に基づく建設投資の平準化 

    ・経営戦略の策定 

    ・下水道システムの適正化 

 

図．福知山市下水道ビジョンの基本方針と施策展開【持続】（2/2） 

 

 

具体的な施策
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図．管路施設公共下水道（汚水）の健全度予測 【更新費用 9億円/年】 

図．管路施設公共下水道（雨水）の健全度予測 【更新費用 0.5 億円/年】 

 

図．処理場・ポンプ場(公共下水道)の健全度予測 【更新費用8億円/年】 
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老朽化管路（施設)⇒目標耐用年数超過管路（施設） 

 適切な使用期間を超えて使用が継続しており、速やかに更新することが望ましいと考えられる管路(施設) 

経年化管路（施設)⇒標準耐用年数超過管路（施設） 

リスクはそれほど高くないが今後更新を考えていくべき管路(施設) 

健全管路（施設） 

問題なく使用できると考えられる時間経過以内の管路(施設) 

～ストックマネジメント計画に基づく建設投資の平準化～ 

更新しない場合                 更新した場合 
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図．管路施設（農業集落排水）の健全度予測 【更新費用1.9億円/年】 

 

図.処理場(農業集落排水)の健全度予測 【更新費用 0.5 億円/年】 
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【安心・安全を未来につなぐ下水道】 

～快適・強靭・持続をめざして～ 
 

福知山市 上下水道部 

住所：〒620-0876 京都府福知山市字堀（水内）945 番地 

TEL：0773-23-2085 

FAX：0773-22-6540 
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